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論文内 容の要 t::::. 
Eヨ

本論文は，微小入力用般気j曽巾認の動作機構を磁心の到u 1'r: に立脚して解明し，さらに磁心の制御般

化特性との関係を求めて実用的な設計基準在確立したものである。

第 1 章にて，は磁心勤特性について論じ，磁気増巾器用防心の勤特性の測定に制御磁化特性測定法ーが

適用できる乙とを述べた口つぎに磁気j曽巾認のブロック図表示法を示して磁気増巾器の考察を容易に

し，さらにトランジスタ制御磁気増巾尽にブロック図解法を適用してその動作機構を明らかにした。

第 2 章では，ブロック図解法により倍周波磁気変調器の動作を解析し，その動作機構を明らかにし

た。つぎに磁気変調器の徴小信号時の動作，過大入力時の動作を論じ，従来不明瞭であった変調器特性

と励振条件，入出力回路条件の定量的な関係を求め，変調2R用磁心の勤特性表示に制御磁化特性が適

用できることを確認した。さらに入出力回路抵抗値に対して最適な制御巻線数が存在することを指摘

した。最後に磁気変調器の磁心整合について論じ，簡単で精度のよい対の選別?去を提案した。これら

の結果より，倍周波磁気変調器の実用的な設計・選別基準が得られた。

第 3 章にては直交磁界形磁気変調誌について三考察し，その動作機構は磁心の透磁率の変調に起因す

ることを明らかにし， 7i法 IL.\特性と変調器特性の関係を論じた口この結果実用上特に重要な問題となる

励振方向と信号方向の磁化特性が異なる場合の変調器特性とか，励振振巾による利得の変化，入出力回

路条件の影響が明らかになり，それらの諸関係は本稿にて定義した励振指数で論ずる乙とができた。

つぎに磁心の制御磁化特性が直交椛界形磁気変調認の磁心特性表示にj西用できることを確認し，乙の

変調誌の実用的な設計基準を確立したのさらに試作直流増巾器の性能を示し，零点安定度が0.62x 10-6 

öe 程度のものが比較的容易に得られることを述べ， 本方式は充分実用に供しうる乙とを確認した。

第 4 章は波高値形磁気増巾器に関する研究である。乙の増巾器はプッシュフ。ル接続磁気増巾器の波

高値変調作用を利用した増巾器で，従来この程の研究はない。そこでまず乙の増巾器の動作機構につ
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いて考察し，磁心の残留インダクタンスを考慮した解析を試みて感度が一般の磁気増巾器に比し数百

倍にもなることを明らかにし，実験的に確認した。つぎに回路条件，磁心特性と利得の関係を論じ，

最後にコンパレータへの応用結果を述べた。

第 5 章は前章迄に述べた微小入力用1ik~気増巾需の応用例で，最初に0.0005必以下の安定度をもっ標

準 mV 発生器について報告した。本装置は，標準電圧源を納めた恒温槽の温度制御を，波高値形磁

気増巾器を用いた SCR 点弧回路を用いて行なったものである。つぎに半導体炉の精密祖度制御装

置について報告した。本装置では， 前置増巾器に特別に設計製作を行なった倍周波磁気変調器を用

い，また電源変動補償を行なった磁気増巾器式移相器を開発し， 0.007 96の温度制御を行なった。さ

らに一般的な温度制御系について検討し，外乱の影響に対する実用的なデータを提供した。最後の応

用例は半導体比抵抗の自動測定・選別装置で，波高値形磁気増巾器を応用した測定レンジの自動切換

機構を中心に，装置の大要を説明した。

以上のように，本研究は従来の固定観念から脱脚し，実用回路との関連から微小入力用磁気増巾器

の動作機構を検討したもので，本研究により程々の回路方式が統一的な動作理論で論ずることが可能

になり，また実用的な設計基準が確立された。

論文の審査結果の要旨

本論文は工業計測，電子式制御装置などの主要部をなす微小入力磁気増巾器の動作機構ならびにそ

の実用化に関する研究で，工業用直流増巾器のソリッドステート化(固体化)に最近用いられてきた

倍周波および直交磁界形磁気変調器ならびに波高値形磁気増巾器を統一的に解明するととを目的とし

緒言，本文五章ならびに結言よりなっている。

結言においては本研究の意義ならびに従来おこなわれていたこの分野における研究の概要をのべて

いる D

第 1 章においてはとの論文で取り扱われる磁心の動特性についてのべ，乙れを用いた増巾器回路の

ブロック図表示について論じている。すなわちいままで半波平均値の取り扱いにしか適用されなかっ

た制御磁化特性を瞬時値が問題となる変調器回路に用いるための問題点をしらベ，制御磁化特性の勾

配を磁心抵抗として導入してブロック図表示を可能ならしめ，多入力磁気増巾原やトランジスタ制御

磁気増巾器にその手法を適用して，その妥当性を示している。

第 2 章においては従来静的磁化特性をもとにして取り扱われていた倍周波磁気変調器の動作解析を

第 1 章で検討したブロック図表示と制御磁化特性とを導入して論じ，微小信号時の変調器特性，過大

入力時の動作などを明らかにし，制御磁化特性が倍周波磁気変調器においても磁心の動特性表示に適

用できる乙とを確認していま〉で明らかにされていなかった制御巻線の最適巻数の存在を指摘してい

る。なお，この手法によって変調器実用化の難点である磁心整合が簡単に取り扱えることものべてい

る。

第 3 章においては新しい形式の直交磁界形磁気変調器についてのべている。この変調器については
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直交磁界の動特性が明らかでないため，いままで動作機構の解析が行なわれてなかったが，本章では

僻心特性と変調器特性との関係を明らかにするとともに，励振指数を定義することにより種々の特性

を論じ，利得には励振振巾，制御巻線数に対して最大値が存在することを明らかにし，さらに倍周波

変調器との優劣を論じて，磁心の整合が不要であるため零点安定度士0.6x 10-6 エノレステッド程度の

ものが容易にえられるとのべている D

第 4 章においてはパノレス波高値変調器としての磁気増巾器についてのべている。すなわち，パノレス

波高値変調の機構をli~t心の残留インダクタンスを考慮に入れて解析し，利得を磁心の等価抵抗残留イ

ンダクタンスの関数として求めて電流利得が普通の磁気増巾器の数百倍になることを導き，さらにコ

ンパレータとしての用途を開発している。

第 5 章においては上にのべた微小入力磁気増巾器の実用例につきのべている。標準ミリボノレト発生

器として安定度 0.0005%のものを試作し，これを半導体単結晶引上炉の温度制御に応用して1400 0 C 

で0.007%の温度制御を行なったとのべている。

結言は以上の結果をまとめたものである。

本論文は微小入力磁気増巾器を磁心の動特性とブロック図子法との導入によって統一的に研究した

もので，従来性能が不充分であった工業計測用破気変調器について動作を解析し，その特性向上のた

めの条件を明らかにして，優れた特性のものを実現し，また新しい形式の変調器を提案して将来の発

展に対して多くの示唆を与えている。

このように本論文は計測ならびに自動制御工学の発展に寄与するところ大であり，博士論文として

価値あるものと認める D
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